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アセトン-ホルマ1)ン樹脂を接着剤 として利用する場合に,著者等ぼこれ迄で硬化剤として濃厚

或は飽和苛性骨達水溶液を使用して来た. そしてその際の接着燦件を,各方面から詳細に検討して

来た.

そ?後著者等勘 硬化剤として苛性常連水溶液の代 りに',色々の塩基性物質を使用して見たとこ

ろ,濃厚苛性加里水溶液及び水酸化カルシウムが,苛性曹達水溶液とほぼ同様の役割を撰ず ること

を知った.苛性加里や水酸化カルシウムが,苛性骨達と同様の結果を与えることは当然のことであ

るが,両者のうちから特に水酸化カルシウムをここに取 りあげたのは,実用化する場合の経済的並

に技術的の見知からである.

本報は水酸化カルシウムを使用して各種試験を行い, その結果を検討したものである.試験片は

ブナ材を,樹脂は Al- F2.5- アセ トン1モルに対しホ)L･マ1)ン2.5モルを縮合させたもの-
1)

を用いた. これらのものの規格は,絶て前諸報のものと全 く同一であって,記載の値は数回の試験

結果の平均値を採用した. 使用した水酸化カルシウムの純度は, 水酸化カル シ ウ ム (Calcium

hydroxide)83,97/oo/,茨酸カルシウム (Calcium carbonate)ll.60%を含有するもので,この

粒子は,80メッシュ通過のものである.

(1) 水酸化カルシウムの添加量と接着力との関係,

硬化剤として添加する水酸化カルシウムの量が,接着力に及ぼす影響について調べた.これには

接着圧,加熱粗度,加熱加圧時間をそれぞれ 子8kg/cm2,900-1000C,30分間とし,耐水試験傑

件及び弟断族件は,前諸報と略ぼ同様で,浸水温度 20O-23OC,浸水時間肇時間,浸水引き揚げ後

の試験片処理は,室温 230-250Cで30分間放置風乾して後,弟断試験を行った- その結果は,節

1表の如 くで,図示すれば第 1図の如 くである.表中の添加量とは, アセ トン-ホルマ1)ン樹脂10

瓦に対す る水酸化カルシウム (固体)の添加重畳 (瓦)である.

この結果によれば,3瓦の添加で常態 170kg/cm2,耐水 50kg/cm2 前後の接着力を現わすこと

が認められ,濃厚苛性曹達水溶液の場合より張力であることが明かになった.以下の実験は特別の
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記載たい限 り絶て樹脂(All-F2..R.)10瓦に対し水酸化カルシウム3瓦の割に添加したものを使用した･
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(2)加熱加圧時間と接着力との関係.

アセトン-ホルマ1)ン樹脂10瓦に対して水酸

化カルシウム3瓦を添加した接着混合剤を使用

して,加熱加圧時間と接着力との関係を調べて
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みた.実験傑件は,接着圧 18kg/cm'1,加熱

温度 1100-1200C とし,耐水試験傑件, 勇

断傑件は前項 と全 く同様にした.その結果は,

第 2表第 2図の如 くである.第 2表
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この結果によれば,加熱温度 1100-120OC では,加熱加圧時間は約 5-10分間程度で充分事足

りることが認められた.常態接着力 155kg/cm2 耐水接着力 50kg/cm2前後を示している.これ以

上加熱加圧時間を延長してみても,却ってその接着力は低下するに過ぎない.

制 緩着圧と接着力との関係.

前記と全 く同一の接着並に勇断味件の下に,接着圧と接着力との関係を調べてみた.但し加熱温

度は 1100-1200C,加熱加圧時間は5分間である.その結果は,第 3表第 3図の如 くである.

第 . 3 図

第 3 衰
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この結果によれば,常態では'39kg/cm2,耐水では 18kg/cTh2 の接着圧が最強変を示すことが
2)

認められ,ほぼ苛性骨達水溶液の場合に類似しているが,常態接着力は苛性常連の場合よりも張力

であり,耐水接着力は精々劣っている･しかしこの実験結果からみると,常態耐水ともに平均して

の最適の接着圧は･18kg,'cm2 附近であろう･ この 18kg/cm2 たる接着圧は,苛性骨達水溶液を

使用する場合の耐水性最大の接着圧とよく一致してV,る.

I
(4) 加熱温変と接着力との関係.

加熱温度を 600-J1500C の間に種々変化さして,各温度に於ける接盾力を調べてみた.接着圧は,

18kg/cm2 を用い,加熱加圧時間を5分間と30分間とに区別して行った･ 耐水試験健件及び勇断煉

件は共に前記のものと全 く同一にした.その結果は,第 4表第4図の如 くである.
4
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第 4 図

表4:.IJ

加熱温皮(Co) 接 着 力 (kg/cm2)

加圧時間 5分 加圧時間 30分

ー

格
鼻f
1
(

鬼
叩)

-

加埜温度(こつ-

この結果によれば,加圧時間5分の場合には,加熱温度は1000-1400Cの問で常態接着力 150kg/

cm'2前後を,耐水接盾力 45kg′/cm2 前後を示すが,100OC 以下になると接着力が殆んど皆無に近

くなる.加圧時間30分の場合には,加熱温度は 800-1200C 間で,加圧時間 5分間の場合とほぼ同

一の接着力を示すが,1200C 以上になると,接着力が低下する傾向にある.従って,加圧時間 5分

では 1200C 附近,30分では 100OC 附近の加熱温度で接着させることが望ましい.史に加圧するこ

となく,試験片の滑動を防止する範囲の極 く僅少な加重 - 低圧 - での接着では,加熱温度が

500-600C で放置時間が 2時間程度が良好である.その結果は第 5表の如 くである.

第 5 表

接 着 怪 件 I接 着 力 (kg/cm 2)

(5) 水の添加量と接着力との関係.

水酸化カルシウムは,これを固体のま ｣で樹脂に添

加し,よく混和 して後使用するのである.従って,

これに水を少しでも加えてやれば,混和が - -庵容 易
l･ミ)

に行われ実用上頗る便宜である.しかし前報の苛性三

曾達の試験結果によれば,水の添加は接着力'jT.大き

な影響を及ぼすから,この場合も水の添加量と接着

力との関係を充分に検討する必要がある.樹脂10瓦

に対して水酸化カルシウム3瓦を加え, これに対する水の添加瓦数を規準にして実験を行った･接

藩床件,耐水試験保件,東新候件等は前畠と同様で,接着圧 18kg/cm-i,加熱湿度 1100-1200C
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加熱加圧時間 5分間である.その結果は第6表第 5図の如 くである.

第 6 表

この結果によれば,水を添加するにつれて接着

力は増加し, 0.6gを添加した際に常態耐水共に

最高の値を示す.それ以上に水を添加すれば,接

着力は却って低下する.

(6) 耐水性に於ける浸水時間と接着力との関係.

接着圧 18kg/cm2,加熱温暖1100-1200C,加

第 6 図

第 5 図

25●

- 通 わ盈 (a) -

勲加圧時間5分間,浸水温度 200-230C,

浸水後試験片を･引き揚げ,室温 (230-

250C)で30分間放窟風乾して後に勇断試

験を行った.その結果は, 第 7表第 6図

の如 くである.

第 7表
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4)
この結果によれば,前報の苛性骨達の場合とは異な り,浸水時間と共にその接着力は速攻低IfL,

特に2日間以後は急速に減少し,20日間後には最早接着力を失ってしまうことが認められる.

(7) 加熱水に於ける耐久性.

温水並に加熱水中に於ける耐久性を試験してみた.接着族件並に勇断燦件は前記のものと全 く同

山である.接着圧 18kg/cm2,加熱温度 1100-120OC,加熱加圧時間 5分臥 その結果は第 8表の

如 くである.

この結果によれば温水及び加熱水中に於

ける耐久性は,常態に於ける接着力の約%

に低下しているが,浸漬後引き揚げてから

の風乾は接着力を回復させる傾向が認めら

れる.荷第 5報に記載せる苛性骨遠位様の

場合と比較すれば,相当の低調さが窺われ

ち.

(8)各種溶液中に於ける耐久性.

130 -150C,浸漬時間48時間,引き揚げ後竃温 (130-150C)で30分間風乾して後事断試験を行った･

試験結果は,第 9巽の如 くである.

こ､の結果によればアルカ1)性溶液及び有機溶媒中では,水
a

中 隼於けるよりも耐久性が低 く,酸性溶液中では可成の耐久

力が保持される. しかし第 5報の苛性常連の場合と比較すれ

ば,耐久却与可成の開きが窺われる･

(9) 曝風雨試験に於ける耐久性.

曝風雨試験,特に野外に於ける試験を行った･野外気塩は

第 9 表

溶 液 種 別

1%HaOH水溶液

1%HCl ′/

5%▲HCI ∫/

10%C2H50Ii //

接 着 力

(kg/cm2)

18

100

77

15

約 100-200Cであった.接着燦件及び勇断試験は,全 く前記と同じである･即ち接着圧 18kg/cm2,

第 10 表

野外攻削 数 i扮富力(kg/C-･:)

加熱過鹿 1100-1200C 加熱加圧時間 5分間. その結果は,節

10表の第 7図の如 くである.

この結果によれば,数遥日数が経過するにつれて,接着力は

著しく低Tして来る.この点,苛性曹達を使用した場合の方が
5)

耐久力が大である.特に低圧で行ったものは,野外,軒下,窒

円に60日間数竃して巌けば,接着力は殆んど皆無になる･この

際面白いことは,低圧の場合には,寧ろ常温接着の方が,加温

接着よりも幾分好ましい結果をも売らず.その結果は,第11表
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第 11 表

の如 くである.

(10) 添加剤と接着力との関係.

接着浪合剤-添加剤を加えると,接着

力に如何なる影響が現われ るかを試験し

た.接着僚件耐水試験僚件並に勇断礁件

は前記と同様で接着圧 18kg/cm 2 加熱

温度加熱時間はそれぞれ 18kg/cm 2,ll

00-1200C,5分間 , 浸水温度並に浸漬

時間は 150-180C, 48時間,浸水引き

揚げ後の勢断試験は宝温 (160-200C)

第 7 図

で約30分間放置風乾 したものである.添 加 剤 の混入は,絶て樹脂に対す る重量%を用い,添加剤の

粒子は 80メッ シュ通過のものである.苛 性常連の場合で最も効果的 とされた木粉と,最も効果の

少たいと云うより寧ろ有害な柳指との両 極 端 を選んで,実験を行った.

a) 木 粉 の 添 加.

試験結果は,第12表第 8図の如 くである.

この試験結果では,1%附近の添加が最適で,それ以上

の添加は逐次接着力を低下す ることが窺われる.

b) 椅 脂 の 添 加.

試験結果は,第13表第 9図の如 くである.添加 と共に接

活力が著 しく減少を来たす ことは,苛性常連の場合と同様

である.

第 12 表

田) 接着材面の前処理が接着力に及ぼす影響.

試験片上に接着混合剤を塗布 し, 重視 (160-白oo°)に.放置一 教琶時間を種々変える一 後残

存 してい る試験片上の混合剤を堅 く拭＼ハとって,更に新 しく接着混合剤を塗布 し, その接着力を試

験 した. その際の窒湿数漬時間 と接着力の強弱とを比較 してみると,第14表第10図の如 くである.

何接着傑件勇断煉件は前記 と同様- 接着圧 18kg/cm2,加撃温度 1100-1200C,加熱加圧時間 5

分間- である.
0
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この結果によれば,常態接着力は敢闘 寺間と共に上昇し,胸 水接着力は20分前後の放置が最大の

接着力を示し,以後漸次減少する傾向にある.

又接着面を平滑に仕上げた場合と,接着面に膝溝をつけた場合とに於ける充士締 り- 木粉- の

効果を就験した.接着膝件は接着圧 18kg/cm2 並に低圧,加熱温度 1000-110OC,加熱加圧時間

5分間.この場合の充塀剤の粒子は80メッシュ通過のもので, これを樹脂に対して重量%によって

添加した.倍耐水味件は浸水濃密 180-200C,浸水時間43時間,浸水引き揚げ後30分間風乾後勇断

試験を行った.その結果は,第15表の如 くである.

上記の試験結果によれば,接

着面に燥溝をつけても接着力を

低下するに止まる.しかしその

際の木粉添加は,幾分効果を現

わすことが認められる.

a2)接着混合剤の可使時間.

6)
著者等は第2報vz:於て,苛性

常連を用いた場合の接着混合剤

の可使時間が,保存温度によっ

第 15 表

て大きな影響のあることを報告して置いた. ここでは,水酸化カルシウムを用V,た場合の接着混合

剤の可使時間を検討してみよう.保存温度を ■50C から 800Cに至る迄で種々変化させ, その時の

接着力が,常態に於て 100kg/cm2 以上,耐水に於て 30kg/cm2以上,を示す閑の時間を以て可使

第 16 表

泥壁 (Co) 可使時間(分.時.聞)

時間とした.その結果は,第16表の如 くである.

この結果によれば,苛性曹達の場合よりも余程長V,可使

時間を有している.即ち 5OC で5日間,20OC で15時間,

300C で2時間,800C で使用に堪えなくなるのであるが,

苛性骨達の場合では,50C で19時間,200C で2時間,

30OC で18分間,600C で既に使用出来なくなる.この点

水酸化カルシウムは実用上頗る有効である.

0針苛性骨達水溶液と水酸化カルシウムとを混合した場

合の接着強要

接着債件,耐水試験燦件は絶て前記と同様で,接着圧 18kg/cm2 加熱温度 1100-120OC,加熱

加圧時間 5分間である･使用した苛性常連は30%水溶液で,水酸化カルシウムは前諸試験と同様固

体のま1用V,,侍苛性骨達水溶液並に水酸化カルシウムの使用量は,樹脂 10gに対して貫畳 (g)を

用いた.その結果は,第17表に示すが如 く七ある.

この結果によれば,苛性常連水終夜と水酸化カルシウムとを併用した場合には,各々単独に使用′
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した場合よりも,常態耐水共に高度の接着

力を生ずることが認められる.

㈱塗 布 畳

水酸化カルシウムを使用する際の接着混
7)

合剤の塗布畳は苛性骨達の場 合 と同様,

A1-F2.5樹脂 1gで約 50-55cm2 を接着

させることが出来る.

以:Lの諸実験結果を総括してみると攻の

ことが結諭されJZ).

第 17 表
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i) 水酸化カルシウムを苛性常連の代 りに使用しても,充分その目的を達することが吊来る･特

に,水酸化カルシウムは,固体のま 1位胤 巧来る点が便利である･この際の接着燦件は,吹

の如きものが望ましい.

a) 添加する水酸化カルシウムは樹脂 10gに対して 3-ノ5g･

b) 接着圧は 18kg/cm2.

C) 加熱湿度は 1000-1300C.

d) 加熱加圧時間犠5分間･

ii) 更に接着力を増強するためには,80-120メッシュの木粉を 1%使用するか,或は30%苛性

常連水溶液を併用するかすればよい.

iii) 常態接着力は一般に苛性常連の場合よりも強V､が,これに反して耐水性が幾分劣ろ･

iV) 可使時間が苛性曹達の場合よりも余程疑い- 50Cでは5日間以上- この点は実用化に頗

る有効である.

終 りに臨み, この研究に多大の御援助を賜った木材研究所長梶田教授並に工学部繊維化学教義藤

野教授に,深甚の謝意を表する.椅本研究の費用の一部は,文部省科学研究費に依った･記して深

謝の意を表わす.
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Resume

Calciumhydroxide(solid)mayalsobeused,asahardeningreagent,insubstitution

for30% sodiumhydroxidesolution.Resinandsolidcalciumhydroxidearethoroughly

stirredtogetherundercoolinguntillwellmixed. Onesatisfactoryadhesivemixture

isasfollows:

Resin lOgr.

Caclium hydroxide 3-5gr.

Theworkinglifeofthisadhesivemixturei占about5daysat5OC.Thefollowing

conditionsarepreferableforapplicationofthismixture.

i) Specificpressureapplied,

about18申/cm2･(Adhesivestrength,abotlt150kg/cm2)
ii) Pressingtimeandtemperature,

about5min.atlOOO～1300C.

iii) Amountofspread,

50-55cm2 perlgr.

Especially,theapplicationofwoodflour,asaexteender,ismorevaluable,

buts?reenscaleofwoodflour.anditsamountaddedare

i) Meshestotheinch80(Tyler),

ii) 1% (Weight).
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